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女性による起業と女性の就業の場の確保に関するケーススタディ

 被災地において、女性が中心となって起業し、女性に就業の場を提供している４つのプロジェクトの
過程について、ケーススタディとして、ヒアリングを行い、立上げから軌道に乗るまでの経緯や工夫等
について、詳しく取りまとめました。

（1） 刺し子を通じた生きがいづくりから、継続雇用の仕組みづくりへ （大槌復興刺し子プロジェクト）

（2） お母さんたちによる「食と職の場づくり」で地域に活力 （ぼっぽら食堂）

（3） 子育てママが女性の生活・就業支援のために起業チャレンジ

（4） ふるさとの食・農・文化で女性の生きがいと雇用を創出 （かーちゃんの力・プロジェクト）

平成２５年６月２６日



インターネット

販売代理店

イベント

その他

初期メンバーは
震災ボランティア有志5人

（1）大槌復興刺し子プロジェクト～生きがいづくりから継続雇用の仕組みづくりへ

出所： NPO法人テラ・ルネッサンス 鈴鹿達二郎氏、大槌復興刺し子プロジェクトHP（http://tomotsuna.jp）等の情報をもとに作成。

 「大槌復興刺し子プロジェクト」は、震災直後、岩手県大槌町で支援活
動をしていたメンバーを含む5人が、「いま、避難所では、『なにもやる

ことがない』ことが問題だ」ということに気づき、大槌の女性たちに生き
がいや働きがいを感じながら僅かでも収入になるような「仕事」を創ろ
うという思いから、2011年6月にスタートしました。

 同プロジェクトは、発足から2ヶ月後には55人の刺し子さんに対価
329,000円（商品618枚）を支払うまでになりましたが、有志5人のボラン
ティア活動から継続・発展させるために支援事業等を専門とするNPO
法人テラ・ルネッサンスに運営を委譲することとし、初期メンバーの協
力の下、現在では同NPOにより、継続的な事業の仕組みの構築と将
来的な現地法人化、雇用の創出を目指して事業展開されています。

お母さんたち
の自宅・
仮設住宅

刺し子
内職

NPO法人

テラ・ルネッサ
ンス

＜マネジメント＞
材料調達
資金繰り

マーケティング
販売、他

グッズ製作

賃 金

全国へ販売

交流会・勉強会の
定期開催

情報共有とコミュニティづくり

交流会・勉強会の
定期開催

情報共有とコミュニティづくり

＜課題＞

 収益構造の確立

 業務改善・システム化

 マネジメント人材の現地化（確保・育成）

 製品の品質向上・ラインナップの多様化
⇒「復興支援」という切り口に頼らない
商品開発

＜今後の目標＞

 経営の現地化（できれば3年後をメドに）

 運営スタッフの現地採用 ⇒ 雇用創出

運営委譲・助言・協力

集計日
販売枚数
（枚）

売上高
（万円）

刺し子人数
（人）

刺し子収入
（万円）

2011年
12/31 4,436 391 156 368

2012年
6/30 14,256 1,538 186 876

2012年
12/31 21,958 2,646 187 1,073

売上実績（累計）

一般市民からの寄付
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 「手仕事づくりによる製作・販売は、一時的な生活の足しにはなっても
永続的な仕事にはなりにくい」と懸念する声もありますが、牡鹿半島の
お母さんたちは、手仕事づくりで得た収益の一部を継続的な雇用の場
づくりのために投資し、地域交流と食文化発信の拠点とすべく「ぼっぽ
ら食堂（弁当屋）」を創業しました。

 お母さんたちの主体性を促しつつ、経営管理等の側面支援をしている
のは、「一般社団法人つむぎや」の若者たち。

 「ぼっぽら食堂」では、地域外の若者たちと地元のお母さんたちとのコ
ラボレーションにより、手仕事づくりから地域づくりへ、ボランティアから
コミュニティビジネスへ、支援から自立へという動きが見られます。
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（2）ぼっぽら食堂～お母さんたちによる「食と職の場づくり」で地域に活力

出所：一般社団法人つむぎや 友廣裕一氏、NPO法人ETIC.へのヒアリング、「みちのく仕事」HP（http://michinokushigoto.jp/）等の情報をもとに作成。

ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ．震災復興リーダー
支援プロジェクト

米国NPO Architecture For Humanity 助成金
Build Back Better Tohoku 最優秀賞51,000ドル

内閣府復興支援型地域社会雇用創造事業
起業資金支援

石巻・牡鹿半島のお母さんたち
牡鹿漁業協同組合女性部 有志グループ「マーマメイド」

水産加工

のパート仕事
がなくなり、

生活の足しに
なる仕事が

必要

漁網を使った
ミサンガの
製作・販売

一般社団法人マーマメイド創業
お母さんたち自身による経営へ（現在6名就業）

スペースや採算性を考慮し、
弁当屋としてスタート

ぼっぽら食堂

2012年7月オープン

収益の半分
を次の事業
の初期投資
費用として
プール

くらしの
足しとす
るために
手仕事づ
くりを！

手仕事づくりの

製品（チャリ
ティグッズ）は
継続的収入源

としては
不安定

お母さんたち

自身は今後どう
したいのか？
自分たちで
地域と仕事を
考えよう！

お母さんたちの
自立に向けて
食堂整備の

プランニング、
資金調達等に

奔走

・経営管理等の
バックオフィス
業務サポート

・自立に向けて
のサポート

地域交流の
場がほしい。
皆が集える

食堂をやり
たい！

一般社団法人つむぎや



2011年4月 子育て支援団体「にこにこサポート」設立 2013年1月 一般社団法人にこにこサポート設立
（常勤2名）

 一般社団法人にこにこサポート代表の木皿さんが13年間の専業主婦と子育
て経験を強みに子育て支援で起業したのは震災の3ヶ月前のことでした。

 女性が起業する際のネックは事業計画の策定、とりわけ資金調達だと言わ
れますが、「にこにこサポート」は地域の方々や様々な中間支援機関の援助
により、数千万円規模の事業計画立案から資金調達までの壁を乗り越え、
2013年1月には法人化も成し遂げました。

 「震災後、働くことを忘れてしまった大人がいる」、「女性が働くことに否定的
な人もいる」、「そうした人々の意識を変え、チャレンジする人たちを応援して
いきたい」という木皿さんのミッションは、子育て支援、そして女性が「働く」
「起業する」機会を創出すること。今後、にこにこサポートの活動により、地域
における女性のコミュニティ形成と就業・起業の促進が期待されるところです。
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（3）にこにこサポート～子育てママが女性の生活・就業支援のために起業チャレンジ

出所：一般社団法人にこにこサポート 木皿美奈子代表へのヒアリング、同団体HP（http://niconico-s.com/）等の情報をもとに作成。

震災3ヶ月前に女性2名で

ベビーシッター＆介護関
連サービスの「あおばサ
ポート」を設立（起業）。

本格稼働に向けた準備
期間中に大震災。

震災直後から託児・ヘル
パーの問合せが殺到

子育て・高齢者支援を
分離独立

避難者・みなし仮設居住者を含む仙台市在住の子育て女性を支援
女性の就業・起業の機会を創出

ミッション

ベビーシッター・託児・
放課後預かり等の

サービス提供

女性たちの交流の場、
子育てサロン

↓
食育、地産地消の
コミュニティカフェ

子育て支援、
カフェ事業
における

女性の就労
機会提供

会員（77名）
(みなし仮設居住者割引等)

登録シッター（13名）
（元看護師・元保育士・

ベテラン主婦等）

施設改装
（元歯科クリニックの施設をカ

フェに改装）

銀行から
個人融資

赤い羽根
共同募金
助成金

約1千万円

内閣府「復
興支援型
地域社会
雇用創造
事業」起業

支援
/NPO法人ふ

るさと回帰支
援センター

NPO法人
ETIC.

震災復興
リーダー
支援プロ
ジェクト

託児サービス事業、
レンタルスペース＆
コラボカフェ事業で

女性の子育て支援、
就業機会提供、

そして、地域における
コミュニティビジネス
の促進を目指す

資金・人材調達支援、経営アドバイス等

※注：会員、登録シッター、常勤者数は2013年3月現在の数字



たちはどこにいるのだろう？かーちゃんたちはどこにいるのだろう？
いま、どんな暮らしをしているのだろう？

かーちゃんたちを探しだして、
生きがいと働く場を創り出そう

福島大学・小規模自治体研究所（2009年7月～2014年2月）

大学研究者と県内11町村の長をメンバーとする期間限定研究組織。
震災以前から、飯舘村を始めとしたあぶくま地域の「地域づくり」などに
ついて研究活動に取組み、自治体職員や住民たちとの交流があった。

5

（4）かーちゃんの力・プロジェクト～ふるさとの食・農・文化で女性の生きがいと雇用を創出

あぶくま地域の女性農業者・起業家のネットワーク
• 飯舘村、浪江町津島、葛尾村、田村市都路町、川内村の5

町村から成る「あぶくまロマンチック街道構想推進協議会」
を基盤とした女性たちの緩やかなネットワークの存在と日
頃からの共同活動により構築されていた相互信頼関係
とが現在の基礎力となっている。

飯舘村の地域文化・理念
～自立自助・村民主体の村づくり
• 飯舘村では、第3次総合振興計画

（1983年）以降、村の振興計画等に

おいて村民主体で取組むことを前提
とし、所属や立場を超え、多様な村
民、特に若者や女性の参画を推進。

• 村民発の研修事業「若妻の翼」は、
役職者ではなく農家の若い嫁たちを
海外視察研修に出す取組。
（1989年から5年間で約100名派遣）。
⇒個人を束縛する家族から、
個人を育てるための家族へ

1993年～
「地域づくり」への参加
・第4次総合計画地区
別計画策定推進委員
・村民企画会議委員

2005年
イータテベイクじゃがいも
研究会発足
会長就任

オリジナルじゃがいも
「イータテベイク」、かぼ
ちゃ「いいたて雪っ娘」の
特産品化に向けて、品種
改良した飯舘村出身の
菅野元一氏と研究開始

2007年 起業

加工施設「までい工房・
美彩恋人（びさいれんと）」
の立ち上げ

地域の古い考え方等との
葛藤の中、仲間と事業推進
⇒「加工はしたいが資金は
出せない」仲間たち
⇒仲良しサークル感覚では
事業はできないという学び

2010年

これまでの努力が実
り、イータテベイク種
芋生産が国から認
可
2011年度産で採種
合格できれば、
ついに念願の本格
出荷という段階まで
こぎつけた

■しかし、震災・原
発事故による避難生
活により、農地、工
房の放置を余儀なく
される

農家の主婦
だった、

渡邊とみ子さ
んの軌跡

第4次総合振興計画
策定推進委員会

市町村合併を考える
「村民企画会議」

かーちゃんたちと
大学研究者との

出会い
顔の見える関係

震災・原発事故

避難生活

福島大学教員の
発案による
「かーちゃんの力・
プロジェクト」

2011年10月～

渡邊とみ子さんが福
島大学小規模自治
体研究所の契約職
員として、避難中の
「かーちゃんたち」を
一人ひとり訪ね歩く
仕事からスタート

＜次ページへ＞

出所：福島大学 塩谷弘康教授、かーちゃんの力・プロジェクト協議会 渡邊とみ子代表へのヒアリング及び資料、
いいたて村までい企業組合HP（www.iitate-madei.com）等の情報をもとに作成。

女性農業者の
活躍

農産品加工販売
農家レストラン等

女性リーダーを育む
飯舘村の地域文化
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当プロジェクトをモデルに
他地域でも2件、同様の

事業が派生展開。

おっかあの力・
プロジェクト
（亘理町）

GAGAの力・
プロジェクト（石巻市）

（雇用期間：2012年4月～2015年3月）

女性農業者（かーちゃんたち）12名雇用
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（4）かーちゃんの力・プロジェクト～ふるさとの食・農・文化で女性の生きがいと雇用を創出

一般社団法人かーちゃんの力・
プロジェクト協議会

2012年6月設立（法人化）

（雇用期間：2011年10月～2012年3月）

コーディネーターとして女性３名雇用
（うち１名が後の代表、渡邊とみ子さん）

かーちゃんの力・
プロジェクト協議会

2012年1月設立
メンバー：女性農業者等

20名弱

福
島
大
学

小
規
模
自
治
体
研
究
所

かーちゃんの力・プロジェクト
2011年10月発足

あぶくま地域の女性農業者
（かーちゃん）たちの生きがい・
仕事・食文化伝承の場づくり

構想

雇用

渡邊とみ子代表
飯舘村出身・
女性農業者

福島県地域雇用再生・創出モデル事業 福島県地域雇用再生・創出モデル事業

松野光伸 代表
（福島大学名誉教授）

避難先のかーちゃんたちを
一人ひとり探し出し、現在の
生活や心境をヒアリング

「支援されてばかりでは
ダメ」、「もう一度何かを
作りたい」、等の声

かーちゃんふるさと農園
福島駅前商店街に産直カフェレストラン

2012年12月～

あぶくま茶屋
大学近くの空き店舗利用

漬物・惣菜・お菓子等の製造・販売
2012年4月～

事業内容：
・女性農業者・団体とのネットワーク構築
・地野菜・伝統野菜・食文化等の記録、保存、普及継承
・農産物・加工品の生産、流通、販売
・安全・安心な農産物・加工品確保のため放射能測定等
・被災者・避難者の支援、コミュニティ創設
・震災復興支援団体との連携・交流

2011年12月、「結もちプロジェクト」
（新潟のもち米で餅を作り販売）。

出所：福島大学 塩谷弘康教授、かーちゃんの力・プロジェクト協議会 渡邊とみ子代表へのヒアリング及び資料、団体HP（www.ka-tyan.com）等の情報をもとに作成。

今後の課題

• 緊急雇用創出事業等
の補助金に頼らなくと
も事業継続できるよう
なビジネスモデルの確
立。

• かーちゃんたちの経営
センスの醸成。

• ふるさとの野菜を育成
する施設・設備の確保。
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